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   美瑛小麦のこれから

丘のまち丘のまち

～ 黄金色に輝く丘 ～～ 黄金色に輝く丘 ～

小麦の収穫が始まりました小麦の収穫が始まりました

美瑛町Ｗｅｂサイト　https://www.town.biei.hokkaido.jp　



　

昨
年
８
月
に
、
町
内
の
生
産
・

流
通
・
加
工
に
携
わ
る
関
係
者
と

町
に
よ
っ
て
「
美
瑛
小
麦
推
進
協

議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
美
瑛
小
麦

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
活
動
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま

で
、
会
員
間
の
情
報
共
有
、
Ｐ
Ｒ

や
情
報
発
信
の
在
り
方
な
ど
が
協

議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
瑛
小
麦
が
町
内
事
業

他
産
地
の
小
麦
と
の
違
い

　

美
瑛
町
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
小

麦
は
「
ゆ
め
ち
か
ら
」「
き
た
ほ

な
み
」「
春
よ
恋
」の
３
品
種
で
す
。

　

美
瑛
産
の
小
麦
は
、
他
産
地
の

小
麦
に
比
べ
、
含
ま
れ
る
タ
ン
パ

ク
質
の
量
が
多
い
た
め
、
パ
ン
作

り
に
適
し
た
特
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
特
性
は
特
に
「
ゆ
め
ち

か
ら
」
で
強
く
、
香
り
や
甘
味
も

優
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
候
不

順
な
ど
に
よ
る
影
響
が
少
な
く
、

品
質
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
も
大

き
な
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ル
美
瑛
で

　
　
　
　
　
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

美瑛小麦のこれから
―　美瑛小麦のブランド化に向けて　ー

   皆さんは「美瑛小麦」を使ったパンやうどんを食べたことはありますか？

　町内で美瑛小麦を見かけることはあまりないかもしれませんが、実に本町の

農地の４分の１もの面積で作付けされている畑作の主要作物です。

　今回は、この美瑛産小麦のブランド化への取り組みについてご紹介します。

　
な
ぜ
、
今
ブ
ラ
ン
ド
化
な
の
か
？

　

こ
れ
ま
で
、
町
で
生
産
さ
れ
た

小
麦
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
他
産

地
の
小
麦
と
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
「
北

海
道
産
小
麦
」
と
し
て
流
通
さ
れ

て
お
り
、「
美
瑛
小
麦
」
と
し
て

は
、
ご
く
一
部
が
流
通
し
て
い
る

の
み
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
で
あ
っ
て
も
、美
瑛
小
麦
の「
高

く
安
定
し
た
品
質
」
が
町
外
の
製

粉
業
者
な
ど
か
ら
評
価
さ
れ
、
次

第
に
需
要
が
高
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
後
、
江
別
製
粉
株
式

会
社
が
、
町
内
に
製
粉
工
場
を
建

設
す
る
予
定
で
あ
り
、
多
く
の
町

内
産
小
麦
が
美
瑛
小
麦
と
し
て
製

品
化
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
方
に
購
入

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
他
産

地
と
の
差
別
化
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
こ
の
よ
う
な

現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
な

る
付
加
価
値
向
上
と
消
費
拡
大
に

よ
る
生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
指

す
も
の
で
、
結
果
と
し
て
今
後
の

担
い
手
の
確
保
や
健
全
な
農
地
保

全
、
景
観
維
持
に
も
繋
が
り
、
ま

ち
づ
く
り
に
と
っ
て
も
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
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ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

　
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

フェルム・ラ・テール美瑛

専務取締役　細田俊二　氏

　

本
協
議
会
の
取
り
組
み
の
第
一

歩
と
し
て
、
町
外
の
方
は
も
と
よ

り
、
町
内
の
方
に
も
美
瑛
産
小
麦

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
美
瑛
小
麦
を
１
０
０
％
使
用

し
た
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
者

を
「
美
瑛
小
麦
応
援
店
舗
」
と
し

て
認
証
し
、
広
く
情
報
発
信
す
る

制
度
を
本
年
４
月
よ
り
始
め
ま
し

美瑛小麦を食べよう！

美瑛小麦応援店舗一覧

者
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
も
触

れ
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
当
た
っ
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
美
瑛
小
麦
を

使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

美
瑛
町
内
で
の
認
知
度
を
上
げ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
確
認

さ
れ
ま
し
た
。　

た
。
現
在
、
町
内
の
16
店
舗
が
認

証
さ
れ
て
お
り
、パ
ン
や
う
ど
ん
、

お
菓
子
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗

で
美
瑛
小
麦
な
ら
で
は
の
「
味
」

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
実
際
に
食

べ
て
い
た
だ
き
、
美
瑛
小
麦
の
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
去
る
７
月
９
日
に
は
、

生
産
者
、
実
需
者
、
農
協
、
写
真

家
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
美
瑛
小

麦
の
魅
力
や
未
来
の
展
望
に
つ
い

て
話
し
合
う
「
美
瑛
小
麦
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
今
後
に
お

い
て
も
、
地
理
的
表
示
保
護
（
Ｇ

Ｉ
）
取
得
に
向
け
た
準
備
や
、
美

瑛
小
麦
応
援
店
舗
を
巡
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
取
り
組
み
が

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　株式会社ラ・テールは、創業

以来 20 年以上、ずっと国産小

麦にこだわって使用していたと

ころ、平成 16 年に江別製粉さ

んから美瑛小麦を紹介されたの

が初めての出会いでした。

　いろいろな産地の小麦を使用

してきましたが、美瑛小麦は

他の産地と比べ品質が高く、安

定していることから、現在は江

別製粉さんに当社オリジナル

の配合で専用小麦粉（美瑛小麦

100％）を作ってもらい使い続

けています。

　使い続けることで、ますます

美瑛産の小麦に魅力を感じ、そ

の美味しさをもっとたくさん

の方に伝えたいと思うようにな

り、今は、産地と消費者をつな

ぐかけ橋になりたいと思ってい

ます。

　小麦はそのままでは食べるこ

とができない作物なので、私た

ちが小麦をパンやお菓子に形を

かえて、消費者にお届けし、美

瑛産の小麦を食べて知ってもら

うこうことで、美瑛町のファン

を増やしていきたいです。

店舗名 該当商品名

パン工房小麦畑 ゆめちから山型食パン

Lunch&Cafe’風 美瑛うどんすき鍋

駅の見えるレストラン & カ

フェ KOERU
美瑛カレーうどん、カレーうどんピザ

VILLA e PIZZERIA iLcoVo ピッツァ

てらてらの丘 ベビーカステラ

だいまる 美瑛カレーうどん

うどん処　麦彩の丘 うどん

四季彩の丘 ナンカレー

マルミ菅製菓ベルビー店 じゃがチュロス、レコルト

だぐらすふぁ～。 タリアテッレ、フェットチーネなど

atelier nipek アマンディーヌ

あるうのぱいん パン、カフェメニュー

麦菓堂 フランスパン全般など

レストラン　ビブレ パン・ド・美瑛、コーンパン

フェルム・ラ・テール美瑛 クロワッサン食パン、バターチーズサンド

美瑛選果（小麦工房） ゆめちから食パン、びえいのラスク

産地と消費者を
　　　　　つなぐかけ橋に
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　問合せ／保健センター　☎ 92-7021・☎ 92-7090

年代
接種券
発送日

予約受付
開始日

接種開始予定

１回目 ２回目

  60 歳以上

送付済

受付中

実施中 実施中

50 ～ 59 歳 ８月上旬以降

40 ～ 49 歳 ８月下旬以降

30 ～ 39 歳 延期

※ 8 月中旬以降
　再開予定

未定19 ～ 29 歳

16 ～ 18 歳

16~18 歳の
特別接種日

受付終了 接種済
8 月 13 日（土）
      14 日（日）

　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
に
よ
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
受
付
開
始
日
お
よ

び
接
種
日
な
ど
が
変
動
し
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
随
時
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
で
の
受
付
開
始

を
延
期
し
ま
す

　

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
で
の
受
付
開
始
は
８

月
中
旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

開
始
日
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新型コロナワクチン接種のお知らせ

　新型コロナワクチンが希望数どおり国から供給されない状況

となっているため、39 歳以下の方の予約受け付けを延期してお

ります。再開の日程が決まり次第、防災無線などでお知らせし

ますので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

１回目接種日
から３週間後

ー　

予
約
サ
イ
ト
の
利
用
方
法　

ー

町ホームページ
はこちら
▽

　

海
外
渡
航
の
予
定
が
あ
る
方
を
対
象
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種

証
明
書
（
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
発

行
し
ま
す
。

申
請
方
法
／

●
保
健
福
祉
課
７
番
窓
口
で
申
請

●
郵
送
で
申
請

　

【
郵
送
先
】
〒
０
７
１-

０
２
９
２

　
　

美
瑛
町
本
町
４
丁
目
６
番
１
号

　
　

美
瑛
町
保
健
福
祉
課　

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
担
当　

宛

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
接
種
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

  

ワ
ク
チ
ン
供
給
の
都
合
に
よ
り
、
接
種

開
始
が
当
初
の
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
る

見
込
み
で
す
。
す
で
に
予
約
済
み
の
方

（
40
代
以
上
の
方
お
よ
び
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
）
に
は
、
接
種
予
定
日
が
確
定
次
第

ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
日
は
順
次
お
知
ら

せ
し
ま
す

接
種
を
受
け
る
際
の
同
意

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
強
制
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
予
防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、

予
防
接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効
果
と

副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て
ご
理

解
い
た
だ
き
、
自
ら
の
意
志
で
接
種
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
、
接
種
券
番
号
と
生
年
月
日

を
入
力
し
て
、
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
は
、
表
示
画
面
に
従
っ
て
接
種
希

望
場
所
お
よ
び
希
望
日
な
ど
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

※
本
町
で
は
１
回
目
を
接
種
し
た
方
の
２
回
目

　

の
ワ
ク
チ
ン
は
確
保
し
て
い
ま
す
。 

最
新
の
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

接種予約
ログイン画面

な
ど
の
ご
相
談
は
、
北
海
道
ワ
ク
チ

ン
接
種
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０-

３
０
６-

１
５
４
）
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
思
い
通
り
に
作
業
を
進
め
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
の
中
、
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
「
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
や
「
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
も
意
欲
的
に
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
講
師
の
枝
廣

淳
子
氏
（
㈲
イ
ー
ズ
代
表
取
締
役
）
か
ら
、

美
瑛
町
の
将
来
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の

で
は
な
く
「
北
海
道
の
中
の
美
瑛
町
、
日

本
の
中
の
美
瑛
町
、
世
界
の
中
の
美
瑛
町

と
し
て
ま
ち
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
」「
他

の
ま
ち
に
は
な
い
美
瑛
町
ら
し
さ
と
は
何

か
？
」「
こ
の
先
の
時
代
と
社
会
の
要
請

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
視
点
を
加
味
し
な
が
ら
議
論
を
深

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討

を
重
ね
て
き
た
内
容
を
「
美
瑛
町
共
有
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
素
案
と
し
て
公
表
し
「
町
民

コ
メ
ン
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
８
月
中
旬
以
降
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
役
場
１
階
町
民
コ
ー

ナ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　

２
０
４
０
年
の
美
瑛
町
の
あ
り
た
い
姿

を
描
き
、
実
現
す
る
た
め
の
「
美
瑛
町
共

有
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
目
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
７
月
20
日
に
６
回
目
（
全
７
回
）
を

実
施
し
、
素
案
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
枝
廣
講
師
か
ら
は
「
ま
ち
の

将
来
を
考
え
る
上
で
外
せ
な
い
課
題
は

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
・
温
暖
化
』
の
３

つ
で
あ
り
、
決
し
て
避
け
て
通
る
こ
と
は

で
き
ず
、
町
の
施
策
と
し
て
こ
れ
ら
の
問

題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
今

作
成
し
て
い
る
『
美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ

ン
』
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
『
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
』
に
皆
さ
ん
の
思
い
が

こ
も
っ
た
『
言
葉
』
を
盛
り
込
む
必
要
が

あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
解
決
に
向
け
た

施
策
が
始
ま
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う

お
話
も
い
た
だ
き
、
メ
ン
バ
ー
は
よ
り
広

い
視
野
を
も
っ
て
美
瑛
町
を
考
え
る
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
、
策
定
作
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

「美瑛町共有ビジョンの策定」が大詰めを迎えています

町民の皆さんの思いをビジョンに込めて

問合せ／まちづくり推進課政策調整係　☎ 92-4330

ワークショップの様子

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
加
味
し
な
が
ら

思
い
が
こ
も
っ
た
言
葉
を
盛
り
込
む

 

素
案
を
公
表
し
ま
す
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本
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
で
あ
る
「
美
瑛
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
の

実
現
に
向
け
、
平
成
28
年
３
月
に
「
第
６
次
美
瑛
町
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
行
政

事
務
の
合
理
化
、
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
を
も
っ
て
、
第
６
次
大
綱
の
５
年
間
の
計
画
期
間
が
終
了
し
、
こ
の
程
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
次
の
５
つ
の
具
体
的
な
方
針
の
も
と
推
進
し
た

主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

第
６
次
美
瑛
町
行
政
改
革
大
綱
の
取
組
状
況

行
政
機
構
と
職
員
体
制
の
見
直
し

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
対
応
す
る

た
め
、
事
務
処
理
能
力
の
向
上
を
図
る
さ

ま
ざ
ま
な
職
員
研
修
（
階
層
別
研
修
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
、
防
災
研
修
、
契
約
事

務
研
修
な
ど
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

防
災
無
線
で
放
送
し
た
内
容
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
も
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

３
地
区
（
原
野
行
政
区
、
西
町
２
・
３

丁
目
町
内
会
、
置
杵
牛
行
政
区
）
で
自
主

防
災
組
織
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
防

災
の
要
と
な
る
組
織
の
設
置
に
よ
り
、
災

害
に
備
え
る
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
と
連
携
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

事
務
事
業
の
見
直
し

住
民
協
働
を
意
識
し
た
行
政
運
営

行
政
の
情
報
化
の
推
進
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

公
共
施
設
の
効
果
的
な
管
理
運
営

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
即
時
性
を
生
か
し
て
、
必
要

な
情
報
を
取
得
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ

れ
、
町
民
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　

職
員
一
人
一
人
の
成
長
に
よ
り
、
専
門

性
や
実
践
力
が
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、

業
務
改
善
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
組
織
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

民
間
活
力
と
の
連
携
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
行
政
区
や
町
内
会
に
対
し
、
自
主
防

災
組
織
の
設
置
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
）
に
よ
る
地
域
住
民
と
連
携
し

た
学
校
経
営
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し

た
。

　

地
域
の
声
を
学
校
運
営
に
積
極
的
に
生

か
す
こ
と
で
、
よ
り
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
指
標
）
の
設
定
に
よ
る
事
業
効

果
及
び
必
要
性
の
検
証
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

事
業
目
標
の
数
値
化
に
よ
り
評
価
基
準

が
統
一
さ
れ
、
事
業
の
効
果
検
証
を
客
観

的
に
行
う
こ
と
で
、
既
存
事
業
の
ス
リ
ム

化
を
図
る
な
ど
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
運

営
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

▼
効
果

おはなし会「あいあい」
による絵本の読み聞かせ

▼
効
果

自主防災組織の研修会
（西町２・３丁目町内会）

▼
効
果

▼
効
果

▼
取
り
組
み

▼
効
果

▼
効
果

職員研修の様子

▼
取
り
組
み

▼
取
り
組
み

▼
取
り
組
み

▼
取
り
組
み

▼
取
り
組
み

学校運営協議会の取り組み
 （地域住民と一緒に花壇整備
　　　　　　　　：美瑛中学校）
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小泉　暁さん　（37 歳）
出身地 : 横浜市

勤務先 : 丘のまちびえい活性
　　　   化協会 DMO オフィス

　　初めまして。 この度、 美瑛町に地域おこし協力隊として
来ました、 小泉と申します。
　　20 代前半より海外 （オーストラリア、 カナダ、 アメリ
カ合衆国グアム島） に移住し、 スクーバダイビングのイン
ストラクターや、旅行会社の海外支店に勤務しておりました。
　　今年の 3月まで、 10年間住んでいたグアム島では、 観
光客の入国がほぼ出来なくなり、 観光業を主な収入源とす
る島では厳しい状況が続いていました。 パンデミックが始
まり1年が過ぎ、 状況が変わらず日本への帰国を考え始め
た頃に、 地域おこし協力隊の制度を知りました。 今までの
経験が生かせること、 何より自然が豊かで空気がきれいな
場所に住めることが決め手となり、 美瑛町の地域おこし協
力隊へ応募することを決めました。
　その後喜ばしいことに内定をいただき、 美瑛町に無事移
住することができました。
　　スクーバダイビングのインストラクターとして、 海の素
晴らしさや魅力を伝えてきた経験を生かして、 今後フィー

　　この度は、 美瑛町地域おこし協力隊のメンバーに加えていただきありがとうござ
います。
　　私は、 美瑛町に実家があり北瑛小学校の出身です。 ６月末に北瑛にＵターンしまし
た。 東京での生活が40年以上になり、 周囲の人からは 「丘のまちびえい」 「美瑛の
青い池」 が全国的に有名になったことから 「素晴らしいところに故郷があってとても

地域おこし協力隊に新たに 2 人の仲間が加わりました

武田　昌宏さん　（64 歳）
出身地： 美瑛町

勤務先：役場農林課

海
外
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

海
外
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

美
瑛
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

美
瑛
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

美
瑛
産
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

美
瑛
産
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し
て

を
目
指
し
て

ルドは海ではありませんが、 四季折々のツアーを通して、 美瑛に広がる美しい景色や自然を、
訪れる方に広めていき、 一人でも多くの美瑛ファンを作ることを目標として日々活動をして
いきます。
　　常夏の島から北の大地へと生活環境は大きく変わりますが、 美瑛町の素晴らしい春夏秋冬
を感じられること、 そしてその美瑛町で仕事が出来ることを、 とても楽しみにしています。
至らない点も多々あるかと思いますが、 今後ともよろしくお願い申し上げます。

うらやましい！」 といつも言われています。
　　しかし、 美瑛の農産物のことはあまり知られて
いません。
　　１日の寒暖の差が激しい、 傾斜の多い土地、 雨
量が少ないなどの厳しい環境の下で、 開拓と長年
の改良の結果、 他にはない美味しいトマト ・ アス
パラガス ・ 小麦 ・ とうきび ・ じゃがいもなどが収
穫できている事をほとんどの人が知りません。
　　そこで、 美瑛の素晴らしい農産物をブランド化
するお手伝いをさせていただきたいと思い、 地域
おこし協力隊に応募しました。 夕張メロンのよう
に、 美瑛の特産品をもっと知ってもらいたいです。
　　アフターコロナを見据え、 急増する観光客に素
晴らしい思いを体感してもらい、 リピーターを増や
すために、 皆さんと一緒に汗をかきたいと思ってお
ります。
　　どうぞよろしくお願い申し上げます。
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町　長
コラム
 vol.26

美瑛町長

角和　浩幸

７
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

２
日  

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

　
　
　

定
期
総
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

９
日　

美
瑛
小
麦
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
日　

富
良
野
・
美
瑛
ノ
ロ
ッ
コ
号
運
行

　
　
　

開
始
美
瑛
駅
出
迎
え

14
日　

美
瑛
町
表
彰
審
議
会

17
日　

「
美
瑛
町
日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ

　
　
　

く
り
協
議
会
」
修
景
活
動
開
会
式

19
日　

白
金
牧
場
運
営
協
議
会

24
日　

美
瑛
神
社
宵
宮
祭

25
日　

美
瑛
神
社
例
大
祭　

29
日　

地
域
福
祉
総
合
連
携
会
議

　

オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
ゴ
ッ
ホ
と
い
え
ば

「
ひ
ま
わ
り
」
が
有
名
で
す
が
、
実
は
小

麦
畑
も
多
く
描
い
て
い
ま
す
。「
日
本
み

た
い
に
美
し
い
」
と
評
し
た
南
仏
ア
ル
ル

で
は
、「
今
は
ち
ょ
う
ど
収
穫
の
時
期
に

あ
た
る
か
ら
ね（
略
）こ
の
一
週
間
は
ず
っ

と
小
麦
畑
の
中
に
い
て
、
太
陽
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
と
に
か
く
仕
事
を
し
た
よ
」
と

弟
テ
オ
へ
の
手
紙
に
し
た
た
め
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
で
も
小
麦
の
収
穫
の
最
盛
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
穂
が
黄
金
色
に
輝
く
麦
秋

は
、
美
瑛
が
最
も
美
し
い
季
節
の
一
つ
で

す
し
、
夜
を
徹
し
て
畑
を
走
る
大
型
コ
ン

バ
イ
ン
が
農
業
の
苦
労
と
大
切
さ
を
思
い

起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
小
麦
に
ま
つ
わ
る
話
題
が
豊

富
で
す
。「
丸
亀
製
麺
」
を
全
国
展
開
す

る
㈱
ト
リ
ド
ー
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と

美
瑛
町
農
協
、美
瑛
町
の
三
者
で
６
月
末
、

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
小
麦

が
と
り
も
つ
縁
と
も
い
え
、
小
麦
販
路
の

拡
大
の
み
な
ら
ず
、
地
域
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
に
入
っ
て
か
ら
は
「
美
瑛

小
麦
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
」（
美
瑛
小

麦
推
進
協
議
会
主
催
）も
開
か
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
生
産

者
や
製
粉
会
社
、
製
パ
ン
事
業
者
、
写
真

家
と
い
っ
た
小
麦
に
関
わ
り
の
あ
る
各
分

野
の
著
名
人
が
集
ま
り
、
美
瑛
小
麦
の
魅

力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
麦
生
産
の
苦
労
話
か
ら
品
質
の
高

さ
、
パ
ン
な
ど
の
加
工
品
の
人
気
ぶ
り
、

観
光
資
源
と
し
て
の
風
景
美
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
ト
ー
ク
に
、
改
め
て

美
瑛
小
麦
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
今
後

の
展
開
の
可
能
性
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

麦
畑
な
ど
美
瑛
の
丘
の
景
観
を
世
に
広

め
て
い
た
だ
い
た
の
が
写
真
家
の
故
前
田

真
三
先
生
で
す
。
今
年
は
前
田
先
生
が
初

め
て
美
瑛
を
訪
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年

と
な
る
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
代
表
作
「
麦
秋
鮮
烈
」
は
、
青
黒

い
雲
の
下
、
一
瞬
の
赤
い
閃
光
に
浮
か
ぶ

麦
を
と
ら
え
て
い
ま
す
。
ゴ
ッ
ホ
最
晩
年

の
傑
作
「
カ
ラ
ス
の
い
る
麦
畑
」
で
も
、

不
吉
な
濃
紺
の
空
が
麦
畑
の
上
を
う
ね
っ

て
い
ま
す
。
後
世
に
伝
わ
る
名
作
が
と
も

に
、
あ
る
種
の
不
気
味
さ
を
は
ら
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

「
小
麦
の
生
涯
は
、
ま
た
僕
達
の
生
涯

で
も
あ
る
」
と
ゴ
ッ
ホ
は
書
き
残
し
て
い

ま
す
。
晴
天
の
、
金
色
の
輝
き
、
だ
け
が

人
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夕
立
も
嵐
も
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
深
み
が
出
て
く
る

も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

　

美
瑛
町
は
、
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、
美

瑛
小
麦
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
ま
す
。

　６月分支出額計

　　　   7,600円

令和３年６月分交際費支出状況

※支出状況は毎月お伝えします。
   町ホームページ「町長室から」 でも公開します。

支出月日 件　名 支出金額

6/1  白金安全祈願祭に対して（お酒） 3,800円

6/30  白金ダム通水式に対して（お酒） 3,800円

経
営
持
続
化
支
援
事
業
支
援
金

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

事
業
者
の
皆
さ
ん

対
象
者
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和

　

２
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
７

　

カ
月
間
の
売
上
額
が
、
前
年
同

　

期
間
の
売
上
額
と
比
較
し
30
％

　

以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者

支
援
金
額
／

①
７
カ
月
間
の
売
上
減
少
額
が

　

１
０
０
万
円
以
下
の
場
合

　

▽
売
上
減
少
額
の
10
％

②
７
カ
間
の
売
上
減
少
額
が

　

１
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

▽
売
上
減
少
額
か
ら
１
０
０
万

円
を
引
い
た
額
の
５
％
＋

10
万
円

　
　
（
上
限
額
：
１
５
０
万
円
）

申
請
方
法
／
必
要
な
書
類
を
揃
え

　

て
美
瑛
町
商
工
会
へ
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 　 　申請、お忘れではありませんか？ 問合せ／商工観光交流課　☎ 92-4321

申
請
期
限
／
８
月
31
日
（
火
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
売
り
上
げ
が
減

少
し
た
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
支
援

し
ま
す
。
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新
し
い
保
険
証
は
緑
色
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
水
色
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
は
、
７
月
31
日
ま
で
の
有

効
期
限
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は
新

し
い
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
の
方
に
は
、
保
険
証
と
一

緒
に
次
の
認
定
証
を
お
送
り
し
て

い
ま
す　

◇
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

　
定
証

 

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提

示
す
る
と
、
支
払
う
医
療
費
や
入
院
時
の

食
事
代
が
所
得
な
ど
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ

ま
す
。

◇
限
度
額
適
用
認
定
証

　

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
６
９
０

万
円
未
満
の
方
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提

示
す
る
と
、
支
払
う
医
療
費
が
所
得
な
ど

に
応
じ
て
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
認
定
証
は
オ
レ
ン
ジ
色

で
す
。

新
し
い
保
険
証
は
エ
ン
ジ
色
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
緑
色
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
兼
高
齢
者
受
給
者
証
）
は
、

７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は
新

し
い
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
更
新

を
お
忘
れ
な
く

　

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
保

険
証
と
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
本

人
の
一
部
負
担
金
が
限
度
額
ま
で
の
支
払

い
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31

日
ま
で
で
、
有
効
期
限
後
に
更
新
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
保

険
証
と
一
緒
に
更
新
の
お
知
ら
せ
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
認
定
証
が
必
要
な
場
合

は
、
８
月
２
日
以
降
に
役
場
保
健
福
祉
課

５
番
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　介護保険制度の改正により、

一定額以上の所得がある方に対

する介護サービスの負担の見直

しが行われました。

　詳しくは、広報今月号に折り

込みのパンフレット「安心ささ

える介護保険」の８・９ページ

をご覧ください。

　
ー

　
大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ー

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す

後期高齢者医療被保険者証

８月１日から介護サービス
の負担限度額が変わります

問
合
せ
／

 

大
雪
地
区
広
域
連
合
　
☎
82-

３
６
９
７

 

保
健
福
祉
課
　
　
　   

☎
92-

４
３
３
８

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん

国民健康保険被保健者証
　　　　　　　（兼高齢者受給者証）

見　本

見　本

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
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今
月
の
星
空
コ
ラ
ム

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美み

宙そ
ら

」

― 

今
月
の
星
空
の
魅
力
を
お
送
り
し
ま
す 

―

　

夜
の
帳
が
下
り
る
頃
、
夏
の
大
三
角
が

頭
の
上
に
や
っ
て
き
て
、
と
て
も
夏
ら
し

い
星
空
が
見
ら
れ
る
時
季
と
な
り
ま
し

た
。
南
東
の
低
空
に
は
、
惑
星
の
木
星
と

土
星
の
姿
が
見
つ
か
り
ま
す
。
木
星
は
土

星
の
東
側
で
よ
り
明
る
く
輝
い
て
い
る
の

で
目
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

 

さ
て
、
お
盆
は
夏
の
定
番
天
文
現
象
で

あ
る
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
（
ペ
ル
セ

群
）
が
見
ら
れ
る
時
季
で
す
。
な
ぜ
毎
年

こ
の
時
季
に
流
星
群
が
見
ら
れ
る
か
と
い

う
と
、
地
球
の
軌
道
と
ペ
ル
セ
群
の
母
天

体
（
流
星
群
を
生
む
ダ
ス
ト
を
放
出
し
て

い
る
天
体
）
で
あ
る
ス
イ
フ
ト
・
タ
ッ
ト

ル
彗
星
の
軌
道
が
交
差
し
、
彗
星
が
ま
き

散
ら
し
た
ダ
ス
ト
が
地
球
に
飛
び
込
ん
で

く
る
か
ら
で
す
。

　

今
年
の
ペ
ル
セ
群
出
現
の
ピ
ー
ク
時
間

は
日
本
時
間
の
８
月
13
日
午
前
４
時
過
ぎ

で
、
流
星
群
観
測
の
一
番
の
障
害
と
な
る

月
が
８
月
12
日
の
午
後
９
時
前
に
沈
ん
で

し
ま
う
た
め
、
８
年
ぶ
り
に
最
高
の
観
測

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
番
の
お
す
す

め
は
12
日
の
夜
か
ら
13
日
朝
ま
で
で
、
13

日
の
午
前
２
時
頃
に
郊
外
で
観
察
し
た
場

合
、
１
時
間
当
た
り
40
個
以
上
（
前
後
の

日
は
そ
の
半
分
程
度
）
の
流
星
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

流
れ
星
観
察
の
コ
ツ
は
見
晴
ら
し
が
良

い
暗
く
て
安
全
な
場
所
で
、
寝
転
が
っ
て

空
を
広
く
眺
め
る
こ
と
で
す
。
防
寒
、
防

虫
対
策
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
天
候
が
悪
い
場
合
で
も
前
後
数
日
は

普
段
よ
り
流
星
が
多
く
流
れ
る
の
で
、
諦

め
ず
に
空
を
眺
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

懐
か
し
の
収
蔵
品
を
紹
介

♯
８
　
唐か

ら
さ
お竿

　

唐
竿
は
、
穀
物
の
実
を
叩
き
落
し
て
収

穫
す
る
道
具
で
す
。
竿
の
先
端
に
付
い
た

く
る
く
る
回
る
棒
で
、
稲
や
麦
、
大
豆
な

ど
の
実
を
落
と
し
ま
す
。
米
作
り
で
は
、

千
歯
こ
き
で
脱
穀
し
き
れ
な
か
っ
た
も
み

を
一
粒
も
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
入
念
に

た
た
き
落
と
す
た
め
に
も
使
わ
れ
ま
し

た
。

　

シ
ン
プ
ル
な
構
造
な
こ
と
も
あ
っ
て
世

界
中
で
似
た
形
状
の
農
具
が
発
明
さ
れ
て

お
り
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
の
書
物
に
唐

竿
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
中
国
で
は
２
千

年
以
上
前
か
ら
記
録
が
あ
る
歴
史
の
古
い

農
具
で
す
。

   

電
　
話
74-

６
１
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
92-

６
１
１
５  

たたきつけて使います

2013年に撮影されたペルセウス座流星群

天
文
台
を
延
長
公
開
し
ま
す

パ
ネ
ル
展
「
宇
宙
」

　

太
陽
系
に
つ
い
て
や
、
地
球
と
宇
宙
の

境
目
は
ど
こ
な
の
か
な
ど
、
身
近
な
宇
宙

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
行
っ
て
い
ま

す
。

期
間
／
８
月
16
日
（
月
）
ま
で

日
時
／
８
月
８
日
（
日
）、
27
日
（
日
）

　

午
後
９
時
ま
で

参
加
料
／
無
料

そ
の
他
／
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。（
郷
土
学
館
入
口
に
貼
り
出
し
ま
す
）  

収
蔵
庫
（
倉
庫
）
を
見
学
で
き
ま
す

　

郷
土
学
館
で
は
、
展
示
室
に
展
示
し
き

れ
な
い
収
蔵
品
を
収
蔵
庫
で
保
管
し
て
い

ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
に
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、

来
館
時
に
職
員
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
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今
月
の
特
集
展
示

　
　「
読
書
感
想
文
を
書
こ
う
」

　

第
67
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
と
、
第
47
回
北
海
道
指
定
図
書
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書
・
指

定
図
書
を
特
集
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
本
を
読
も
う
か
な
？
と
迷
っ
た

ら
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

   

日
時
／
８
月
28
日
（
土
）

　

   

午
前
10
時
30
分
～
11
時

図
書
館
だ
よ
り

　

電　

話
92
‐
１
２
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

　

題
名
の
通
り
有
名
人
の
愛
読
書
を
50
冊

紹
介
。取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
有
名
人
は
、

大
谷
翔
平
、
藤
井
聡
太
か
ら
ト
ラ
ン
プ
元

大
統
領
ま
で
多
彩
な
顔
触
れ
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、著
者
の「
ブ
ル
ボ
ン
小
林
」

は
、
と
あ
る
有
名
小
説
家
の
変
名
な
ん
で

す
が
、
そ
の
正
体
は
一
体
誰
な
の
か
・・・
。

　
司
書
の
つ
ぶ
や
き

　

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

　
　
　
館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

「
あ
の
人
が
好
き
っ
て
言
う
か
ら
…
有
名

人
の
愛
読
書
50
冊
読
ん
で
み
た
」

　
　
　
　
　
　
　

ブ
ル
ボ
ン
小
林
／
著

知
っ
て
ま
す
か
？

大
雨
か
ら
身
を
守
る
「
キ
キ
ク
ル
（
危
険
度
分
布
）」

ちょこっと
防　　災

　

夏
の
大
雨
と
言
え
ば
、
一
番
に
挙
げ
ら

れ
る
の
は
積
乱
雲
に
よ
る
大
雨
。
ま
と

ま
っ
た
積
乱
雲
に
よ
っ
て
、
数
時
間
に
わ

た
っ
て
ほ
ぼ
同
じ
場
所
を
通
過
ま
た
は
停

滞
す
る
こ
と
で
作
り
出
さ
れ
る
、
線
上
に

伸
び
た
積
乱
雲
群
を
「
線
状
降
水
帯
」
と

言
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
の
伊
豆
諸
島
（
熱
海
市
）
で

の
土
砂
災
害
は
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る
も

の
で
、
過
去
に
は
、
北
海
道
で
も
「
線
状

降
水
帯
」
に
よ
り
被
害
が
発
生
し
て
い
る

事
案
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、「
線
状
降
水
帯
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
ら
災
害
が
起
こ

り
や
す
い
状
況
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

線
状
降
水
帯
に
注
意
を

「
キ
キ
ク
ル
」
で
大
雨
に
よ
る

災
害
発
生
リ
ス
ク
を
視
覚
的
に
確
認

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
は
、
大
雨
に

対
し
て
注
意
と
備
え
が
必
要
で
す
。

「
美
瑛
町
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
も

あ
わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク

　

キ
キ
ク
ル
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
危
険

を
把
握
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
応
し
き

れ
ま
せ
ん
。「
美
瑛
町
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
で
河
川
の
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災

害
警
戒
区
域
な
ど
を
確
認
し
、
災
害
時
に

慌
て
ず
に
避
難
で
き
る
よ
う
事
前
に
把
握

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
、
今
月
の
「
ち
ょ
こ
っ
と
防
災
」

で
し
た
。

　

キ
キ
ク
ル
は
、
大
雨
に
よ
る
災
害
の
危

険
度
を
５
段
階
に
色
分
け
し
て
、
地
図
上

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
気
象
庁
は
注
意
報
や
警
報
で
注
意

喚
起
を
呼
び
か
け
し
ま
す
が
、
具
体
的
に

「
ど
こ
で
」
発
生
す
る
危
険
度
が
高
い
の

か
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
も
あ
り
、
自
主
避

難
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
問
題
を
解
決
す
る
の
が
、
視
覚

的
に
危
険
を
察
知
で
き
る
「
キ
キ
ク
ル
」

で
す
。

総務課危機対策室

大畑係長

毎月、防災の
基礎知識を紹
介します！

気象庁「キキクル」
はこちら
▽

　

先
月
、
第
１
６
５
回
芥
川
賞
と
直
木
賞

が
決
定
し
ま
し
た
。
芥
川
賞
は
新
人
の
作

家
、
直
木
賞
は
中
堅
の
作
家
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
国
内
で
は
最
も
権
威
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
芸
人
の
又
吉

直
樹
が
「
火
花
」
と
い
う
作
品
で
芥
川
賞

を
受
賞
し
て
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た

ね
。

　

今
回
の
受
賞
作
は
、
芥
川
賞
が
石
沢
麻

依
「
貝
に
続
く
場
所
に
て
」
と
李
琴
峰
「
彼

岸
花
が
咲
く
島
」の
２
作
品
。
直
木
賞
は
、

佐
藤
究
「
テ
ス
カ
ト
リ
ポ
カ
」
と
澤
田
瞳

子
「
星
落
ち
て
、な
お
」
の
２
作
品
で
す
。

　

受
賞
作
は
映
画
化
や
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
可

能
性
も
。
予
約
が
混
み
合
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
図
書
館
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
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KU
健診
　受けよう

　

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
の
惣
万
で
す
。

　

今
回
は
妊
娠
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
や

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
に
、
健
康
と
赤
ち
ゃ

ん
の
健
や
か
な
発
育
の
た

め
の
「
妊
娠
前
と
妊
娠
中

の
食
事
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　　　 ６月の
　　　  健康マイレージ状況

◇新規エントリー　１人

一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  ６人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

688人

合計（延べ人数）

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
の
食
事
と

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
発
達
と
の
関
係

　

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
発
達
に
は
、
糖
、
た

ん
ぱ
く
質
や
脂
質
な
ど
の
三
大
栄
養
素
の

他
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
栄
養
素
が
必
要
で
す
。
そ
の
栄

養
は
お
母
さ
ん
の
血
液
か
ら
へ
そ
の
緒

（
臍さ

い
た
い帯

）、
胎
盤
を
通
し
て
得
て
い
る
た

め
、
お
母
さ
ん
は
食
事
か
ら
必
要
な
栄
養

を
取
り
、
お
母
さ
ん
の
血
液
に
栄
養
が
十

分
に
あ
る
状
態
を
保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

妊
娠
中
は
つ
わ
り
の
影
響
や
体
型
の
変

化
で
、
食
事
の
回
数
や
量
が
妊
娠
前
と
変

化
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
１
日
の

栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
適
量
取
る
工
夫
が

必
要
で
す
。

　

必
要
な
栄
養
を
取
る
た
め
に
は
、
１
日

３
食
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
食
べ
る
必
要

が
あ
り
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
の
あ
る
食

事
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
は
特
に
肉
、
魚
、
大
豆
製
品
か

ら
取
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
や
ほ
う
れ
ん
草
、

小
松
菜
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
か
ら
取
れ
る

葉
酸
、ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
い
っ

た
栄
養
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
初
期
は
葉
酸
が
特
に
必
要

で
あ
る
こ
と
や
、
妊
娠
が
分
か
っ
て
か
ら

食
事
内
容
を
変
更
す
る
の
は
大
変
な
の

で
、
妊
娠
前
か
ら
必

要
な
食
事
の
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

妊
娠
中
の
母
子
の
健
康
を
確
認
す
る
に

は
、
妊
婦
健
診
の
他
に
お
母
さ
ん
の
体
重

増
加
量
を
見
る
こ
と
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
体
重
増
加
が
不
足
す
る
と
早

産
や
Ｓ
Ｇ
Ａ
（
妊
娠
週
数
に
対
し
て
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
が
少
な
い
状
態
）
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

体
重
増
加
量
の
目
安
を
参
考
に
食
事
量

の
調
整
（
主
食
を
調
整
）
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

妊娠前の体格
BMI

（体格指標）
体重増加量
（目安）

低体重 18.5 未満 12 ～ 15kg

普通体重
18.5 以上
25.0 未満

10 ～ 13kg

肥満
（１度）

25.0 以上
30.0 未満

7～ 10kg

肥満
（２度）

30.0 以上
個別に対応します
（上限 5㎏が目安）

妊娠中の体重増加指導の目安

BMI ＝体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
母
子
手
帳
交
付
時

や
、
妊
娠
中
期
に
個
別
の
栄
養
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
飯
の
目
安
量
な
ど
食

事
に
関
す
る
疑
問
や
母
子
の
健
康
に
関
す

る
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

妊
娠
前
・
妊
娠
中
の
食
事
の
目
安

主　食主　菜副　菜
果物・乳製品

ごはん、パン、麺類など

エネルギーの供給源

体格や体重増加によって

調整しましょう

肉・魚・大豆製品など

タンパク質、脂質の供給源

魚 1 切れ（50g）

肉 2~3 枚（50g）　など

野菜・海藻・きのこなど
ビタミンや食物繊維などの
供給源

～ 1 食の目安量～～ 1 食の目安量～～ 1 食の目安量～

野菜 100~150g

きのこは 1 日 50g　など

１日１回食事や間食で・・・

牛乳1杯（200ml）

ヨーグルト

　　200g　など

りんご（1/2 個）

みかん（小２個）

など

妊
娠
中
の
体
重
増
加
量
で
母
子
の

健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

【1 食の目安量】1 日 3 食バランスよく取りましょう‼
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美
瑛
町
立
病
院
　
　
電

　
話
68
‐
７
１
１
１

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
１
２
０

「
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
」

　
　
　
　
　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●午前／７時30分～11時30分
●午後／０時30分～４時30分
　※眼科は木曜日のみ(午後４時まで）
　※整形外科は火・金曜日のみ(午前のみ）

診療時間

●午前／8時30分～正午
●午後／１時～５時
　※眼科は木曜日のみ
　※整形外科は火・金曜日のみ
◆８月３日は味戸医師不在のため整形外科は休診
◆坂井医師の外来について、急な検査対応のため診察まで
　に時間がかかる場合がありますので、ご了承ください。

　
美
瑛
消
防
署

　
　
☎
92-

２
０
２
９

　
災
害
情
報
案
内

　
☎
92-

１
１
１
９

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
ご
案
内

　

大
勢
の
人
が
利
用
す
る
建
物
な
ど
の

「
火
災
に
よ
る
被
害
」
を
防
止
す
る
た

め
、
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作

成
し
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
計

画
的
に
行
う
責
任
者
を
い
い
ま
す
。

　

消
防
法
で
は
、
一
定
規
模
の
防
火
対

象
物
の
管
理
権
原
者
は
、
有
資
格
者
の

中
か
ら
防
火
管
理
者
を
選
任
し
て
、
防

火
管
理
業
務
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
火
管
理
者
の
要
否
、
資
格
は
防
火

対
象
物
の
用
途
、
規
模
、
収
容
人
員
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
美
瑛

消
防
署
に
相
談
く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
者
と
は
？

面
会
の
制
限
に
つ
い
て

　

町
立
病
院
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
院
内
感
染
防
止
の
た
め
、
２
階
・
３

階
病
棟
へ
の
立
ち
入
り
を
遠
慮
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
北
海
道
で
は
現
在
で
も
感

染
者
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
当
面
は
同

様
の
措
置
を
継
続
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会

　

入
院
患
者
様
と
ご
家
族
の
方
に
、
直
接

の
面
会
と
は
別
の
方
法
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
越

し
で
面
会
い
た
だ
け
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
面

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
に
は
こ
れ
ま
で
の
半

年
間
で
延
べ
23
回
の
利
用
が
あ
り
、
面
会

そ
の
も
の
は
短
時
間
な
が
ら
、
利
用
い
た

だ
い
た
方
か
ら
は
大
変
好
評
で
、
複
数
回

利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
は
ご
家
族
の
方
限
定

と
な
り
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お気軽にお気軽に

問い合わせ問い合わせ

ください。ください。

日
時
／
９
月
１
日
（
水
）
～
２
日
（
木
）

　

１
日　

午
前
９
時
50
分
か
ら
午
後
５
時

　

２
日　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

会
場
／
大
雪
消
防
組
合
美
瑛
消
防
署

受
講
料
／
４
５
０
０
円
（
受
講
当
日
の
受

　

付
時
に
支
払
い
）

申
込
方
法
／
８
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
美

　

瑛
消
防
署
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

　

各
事
業
所
に
お
い
て
防
火
管
理
者
が
未

選
任
と
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
人
事
異
動

な
ど
を
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
だ
よ
り

受付時間
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　６月 26 日（土）、浜塚建設工業（株）の社員

約 20 人が、丸山通りのバス停などの塗装作業を

ボランティアで行いました。

　濱塚社長は「毎年、ヘルシーマラソン開催前に、

ランナーの皆さんに気持ち良く走ってもらうた

め、道路の草刈りやごみ拾いなどの清掃活動を

行ってきましたが、今年もヘルシーマラソンは

中止に。町のために何かしたいとの思いから、

今年はペンキ塗りを行うことにしました」と笑

顔で話されました。

　作業に携わっていただいた皆さん、ありがと

うございました。

環境美化活動で地域に貢献

㈱トリドールホールディングス、JA
びえい、美瑛町が包括連携協定　締結

　６月 25 日、（株）トリドールホールディングス、
JA びえい、美瑛町が包括連携協定を締結しました。

　この協定は、丸亀製麺をはじめとする複数の

外食店舗を展開するトリドールグループと JA

びえい、美瑛町の３者が協業することで、地域

の活性化と新たな価値の創造を図ることを目的

としています。

　今後は、災害発生時の緊急物資配送支援やう

どん教室をはじめとする食育活動、美瑛町産食

材の活用など、さまざまな連携を検討していきます。

　また、この包括連携協定に伴う第１弾プロジェ

クトとして、７月 16 日、（株）トリドールホー

ルディングスが所有する丸亀製麺のキッチンカー

が町立病院に派遣され、新型コロナウイルス感

染症の拡大防止に尽力されている医療従事者の

みなさんに、うどん 120 食が無償提供されまし

た。医療従事者のみなさんは出来たてのうどん

に舌鼓を打ち「揚げたての天ぷら、コシのある

うどん、とても美味しかったです。疲れが吹っ

飛び、元気が出ました」「新型コロナ対応で緊

張が続く中、美味しいうどんに癒されました」

などと感謝しながら、英気を養っていました。

Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

イギリス文化交流イベントを開催

　６月 27 日、丘のまちびえい活性化協会では、

ホテル・ラヴニール体験室で「スコーン作り教室」

を開催しました。

　この教室は、国際観光交流推進事業の一環と

して開催し、同協会所属の地域おこし協力隊で

あるハリエットリチャードソンさんが講師とな

り、母国イギリスで祖母に教わったスコーンの

レシピを参加者に伝授。イギリスの紅茶の入れ

方やテーブルマナーなども解説しながら、焼き

上がったスコーンとともに、本場イギリスのア

フタヌーンティーを楽しみました。
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素敵な作品をありがとうございます

　６月 29 日、町内在住の写真家である平澤勇斗

さんから、写真を寄贈いただきました。

　平澤さんは風景や野生動物を中心に撮影され

ており、今回寄贈いただいた写真は北海道を象

徴するラベンダーと子ぎつねをモチーフにした

ものです。

　たくさんの方に見ていただけるよう図書館に

飾らせていただきましたので、皆さん、ぜひご

覧になってください。

　６月 29 日、BOSS クラブ（蔵重満会長）から、
美瑛ミニバスケットボール少年団へ「ショット
クロック」が寄贈されました。
　キャプテンの小林京真君は「今回寄贈してい
ただいたおかげで、練習がスムーズにできます。
全道大会出場を目指してがんばります」とお礼
を述べていました。
　BOSS クラブのみなさんは、長年にわたり各
少年団などにユニフォームや必要な器具を寄贈
する活動を続けており、町内の子どもたちの健
やかな成長を応援してくれています。
　みんなの思いを胸に、がんばれミニバス少年
団！

BOSSクラブが少年団活動を応援

祝　全道大会出場決定

　7 月９日、旭川市で中体連柔道上川代表決定

戦が行われ、美瑛中学校３年生の大場陸斗選手

と小島深千果選手の２人が見事優勝し、全道大

会への出場が決定しました。

　大場さんは「去年大会がなったので、今年は

練習してきたことを出し切って優勝できるよう

に頑張ります」と、小島さんは「初めての全道

大会。３年生で最後の中体連になるので、気持

ちを切らさず優勝できるように頑張ります」と

意気込みを語ってくれました。

小島深千果さん 大場陸斗さん

男子ミニバス少年団　接戦を制し初優勝‼
　7 月 17 日、ミニバスケットボール当麻大会兼

北海道ミニバスケットボールサマーフェスティ

バル旭川地区予選の男子決勝戦が行われ、美瑛

ミニバスケットボール少年団が創設以来初の優

勝を飾りました。

　トーナメントの初戦、２回戦を順当に勝ち上

がると、迎えた 3 回戦は強豪チームとの対戦。

互いに一歩も譲らず 1 点差で勝利をおさめ、そ

の勢いのまま決勝戦に進むと、決勝戦では相手

を圧倒しました。

　コロナ禍により残念ながら全道大会は中止と

なりましたが、次の大会でも活躍が期待されま

す。

写真の左右両端にあるのがショットクロックです。
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農福連携　～トマトの摘果作業始まる～

　担い手研修センター美進にある農福連携用のトマトハウス

では、６月21日から「摘果」の作業を行っています。

　「摘果」とは、多くなり過ぎた実や生育の良くない実を間

引く作業です。

　実習生は、せっかく実ったものを取ってしまうことに戸惑

いもありましたが、２段目、３段目を良いトマトにするため

には必要な作業となるため、慎重に摘果する実を選んでいま

した。

　ハウスの中は、午前中から30℃以上になる日が続いていま

すが、集中して作業に励んでいます。

　また、７月に入り、役場職員が職員研修として

一緒に作業を行う日もあります。

　７月５日、この日の作業も、職員と一緒にホル

モン処理、摘果、脇芽欠きに取り組みました。

　実習生は、これまで培ってきた知識と技術を職

員に丁寧に説明しながら作業を進めていました。

　トマトは、順調に成長し間もなく収穫を迎えます。

竹
内　

英
順　

氏　
　

逝
去

　

北
海
道
議
会
議
員　

竹
内　

英
順
氏
が
、

循
環
器
系
疾
患
の
た
め
７
月
９
日
、
61
歳

で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
略
歴
】

　

昭
和
34
年
10
月
１
日
、
美
瑛
町
に
て
お

生
ま
れ
に
な
り
、
東
京
農
業
大
学
農
学
部

林
学
科
を
卒
業
後
、
当
時
、
郵
政
大
臣
で

あ
ら
せ
ら
れ
た
箕
輪
登
衆
議
院
議
員
の
秘

書
と
し
て
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
７
年
４
月
に
北
海
道
議
会

議
員
に
当
選
さ
れ
、
以
来
、
連
続
し
て
７
期

の
当
選
を
果
た
し
、
議
会
運
営
委
員
長
や
道

州
制
・
地
方
分
権
改
革
等
推
進
調
査
特
別
委

員
長
、
北
海
道
森
林
・
林
業
活
性
化
推
進
議

員
連
盟
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
北

海
道
と
ふ
る
さ
と
美
瑛
の
発
展
、
振
興
に
勇

往
邁
進
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。　

　

近
年
で
は
、
林
業
担
い
手
を
育
成
す
る

「
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
」
の
開
校
を

主
導
さ
れ
た
り
、
森
林
環
境
税
創
設
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

    全国豆類経営改善共励会で
　農林水産省政策統括官賞を受賞

　小口元範さん（字横牛第２）が、第 49 回全国

豆類経営改善共励会（小豆・インゲン・落花生等

の部）で農林水産省政策統括官賞を受賞され、７

月 13 日、ＪＡびえいで表彰状の授与式が行われ

ました。

　この賞は、先進的で全国の模範となる生産技術

や生産者を称えるもので、小口さんは、持続的な

作物生産の取り組みや大型機械化による省力低コ

ストの栽培体系を確立したこと、長年の土づくり

により多収を実現していることが評価されました。
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美
瑛
小
学
校
で
火
山
の
学
習
！

　

美
瑛
小
学
校
で
中
村
専
門
員(
協
議
会

事
務
局
）
が
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

火
山
活
動
や
地
下
プ
レ
ー
ト
の
動
き
を

モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
説
明
し
、
美
瑛
か
ら

見
え
る
「
東
の
山
」
と
「
西
の
山
」
の
で

き
方
の
違
い
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
溶

岩
や
火
砕
流
が
流
れ
る
映
像
を
見
た
り
、

岩
石
の
実
物
を
見
比
べ
た
り
と
、
専
門
的

な
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
内
の
団
体
へ

の
出
前
講
座
も
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
６
月
の
火
山
活
動
】

 

十
勝
岳
火
山
活
動

　
　
　
　
　
　
札
幌
管
区
気
象
台
発
表

　
　
　
　
問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　
　
　
　
　
☎
０
１
１-

６
１
１-

６
１
２
７

　

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
測
で
は
、
62-

２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
４
０

０
㍍
以
下
、
大
正
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は

１
０
０
㍍
以
下
、
振
子
沢
噴
気
孔
群
の
噴

気
の
高
さ
は
火
口
縁
上
１
０
０
㍍
以
下
で

し
た
。

　

火
山
性
地
震
は
や
や
少
な
い
状
態
で
経

過
し
、
主
に
62-

２
火
口
付
近
の
ご
く
浅

い
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

62-

２
火
口
で
17
日
と
28
日
に
微
弱
な

火
映
を
観
測
し
、
23
日
に
継
続
時
間
の
短

い
火
山
性
微
動
を
１
回
観
測
し
ま
し
た
。

　

十
勝
岳
で
は
、
火
山
活
動
の
活
発
化
を

示
す
現
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
活
動
推
移
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　　

噴
火
予
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、
活

火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
）
の
予
報
事
項

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
存
じ
で
す
か
？
ジ
オ
図
書
コ
ー
ナ
ー

  

両
町
の
図
書
館
に
「
ジ
オ
図
書
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

十
勝
岳
周
辺
の
地
質
・
地
形
や
、
火
山

の
仕
組
み
を
解
説
し
た
図
書
を
は
じ
め
、

上
富
良
野
高
校
の
地
域
探
究
活
動

　
「
地
域
探
究
活
動
」
は
、
横
断
的
・
総

合
的
な
学
習
を
通
し
て
、
自
己
の
在
り
方

生
き
方
を
考
え
な
が
ら
、
自
ら
課
題
を
発

見
し
、
解
決
し
て
い
く
た
め
の
資
質
・
能

力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
学
年
ご
と
に
異
な
り
ま

す
が
、
上
富
良
野
町
内
の
防
災
士
や
飲
食

店
店
主
の
講
話
、
十
勝
岳
を
学
ぶ
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
年
々
、
活
動
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
協
議
会
は
、「
泥
流
災
害
か
ら
の
復

興
」
と
い
う
課
題
に
対
し
、
災
害
が
起
き

た
場
所
で
の
説
明
や
国
立
大
雪
青
少
年
交

流
の
家
と
協
力
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
上
富
良
野
高
校
の
活
動
に
注

目
く
だ
さ
い
。

※詳しい情報は札幌管区気象台 http://www.jma-net.go.jp/sapporo/で閲覧可能です。

「
北
海
道
」
の
名
付
け
親
・
松
浦
武
四
郎

の
著
書
、
雪
の
結
晶
を
研
究
し
た
中
谷
宇

吉
郎
の
関
連
書
籍
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
正
15
年
の
十
勝
岳
大
噴
火
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
三
浦
綾
子
の
小
説
「
泥

流
地
帯
」
な
ど
も
並
び
、
地
域
の
特
色
あ

る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美
瑛
町
図
書
館
（
☎
９
２-

１
２
５
１
）

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

※
水
曜
日
は
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
・
祝
日

上
富
良
野
町
図
書
館
（
☎
０
１
６
７- 

  

４
５-

３
１
５
８
）

　

開
館
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６

　

時

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

募
集
住
宅
／

【
家
族
世
帯
向
け
】

・
西
町
町
営
一
般
住
宅
２
３
２
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
０
０
０
円

・
東
町
団
地
７
４
６
号
室　
　
　

３
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　

９
５
０
０
円
～
１
４
１
０
０
円

・
東
町
第
２
団
地
８
０
９
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

２
２
５
０
０
円
～
３
２
７
０
０
円

※
東
町
第
２
団
地
は
、
３
人
以
上
の
世
帯

　

が
優
先
で
す
。

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

☎
92-

４
２
９
４
　

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
「
暴
力
団

　

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

　

す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
該
当
す

　

る
場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
９
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
８
月
２
日（
月
）
～
20
日（
金
）

決
定
方
法
／
選
考
の
上
、
公
開
抽
選
に
よ

　

り
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

　

広
報
７
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
８
月
に
再
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

募
集
住
宅
／

・
西
町
２
丁
目
３
番
22
号　
　

２
戸

　

月
額　

５
０
０
０
円

・
南
町
１
丁
目
２
番
23
号　
　

１
戸

　

月
額　

５
０
０
０
円

※
電
気
・
水
道
料
・
共
有
部
分
は
、
別
途

　

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
浴
室
、
洗
濯
機
は
共
同
で
の
利
用
と
な

　

り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５

　

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

代
替
給
食
従
事
員
募
集

び
え
い
子
育
て
応
援
団☎

92-

１
５
７
７
　

　

び
え
い
子
育
て
応
援
団
で
は
、
代
替
給

食
従
事
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
／
１
人

業
務
内
容
／
保
育
園
に
お
け
る
代
替
給
食

　

調
理
業
務

勤
務
場
所
／
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
（
東
町
３

　

丁
目
１
番
２
号
）

雇
用
期
間
／
８
月
～
令
和
４
年
３
月
31
日

　

（
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間
／
（
月
～
土
）
１
日
４
時
間
か

　

ら
６
時
間
30
分
の
シ
フ
ト
制

勤
務
日
数
／
右
記
の
勤
務
時
間
で
月
５
日

　

程
度

保
険
適
用
／
労
災
加
入

賃
金
／
時
給
１
０
８
６
円
（
通
勤
手
当
は

　

別
途
支
給
）

応
募
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
子

　

育
て
応
援
団
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　
　

募
　
集

「
ふ
ら
の
・
び
え
い

ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ン
＆
ハ
イ
ク

ー
北
海
道
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ニ
ッ
ク
ー
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

「
マ
ラ
ソ
ン
」
と
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
を

融
合
さ
せ
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
マ
ラ
ソ

ン
を
楽
し
む
「
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」
。
今
年
、

美
瑛
・
富
良
野
地
域
で
初
め
て
マ
ラ
ニ
ッ

ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、９
月
18
日
か
ら
２
日
間
、

富
良
野
市
、
中
富
良
野
町
、
上
富
良
野
町
、

美
瑛
町
の
４
市
町
村
に
ま
た
が
る
最
長

１
６
０
km
の
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
お
り
、

美
瑛
町
内
の
エ
イ
ド
（
給
水
所
）
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
／
９
月
19
日
（
日
）

場
所
・
時
間
・
募
集
人
数
／

・
青
い
池
エ
イ
ド

　

午
前
５
時
～
７
時
30
分　
　

３
人　

・
拓
真
館
エ
イ
ド

　

午
前
６
時
～
正
午　
　
　
　

３
人

・
三
愛
の
丘
エ
イ
ド

　

午
前
７
時
～
午
後
１
時　
　

３
人

・
北
西
の
丘
エ
イ
ド

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時　
　

10
人

・
西
美
の
杜
美
術
館
エ
イ
ド

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時　
　

６
人

条
件
／
16
歳
以
上
の
方

謝
礼
／
食
事
代
と
し
て
Ｑ
Ｕ
О
カ
ー
ド       

　

２
０
０
０
円
分
と
大
会
記
念
品

商
工
観
光
交
流
課
観
光
振
興
係

              

　
☎
92-

４
３
２
１

募
集
期
間
／
８
月
２
日（
月
）
～
20
日（
金
）

申
込
方
法
／
保
健
福
祉
課
⑥
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

　

い
じ
め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
で
お
困

り
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

期
日
／
９
月
１
日
（
水
）

時
間
／
午
前
９
時
～
正
午

会
場
／
役
場
１
階
第
１
会
議
室

相
談
員
／
美
瑛
町
人
権
擁
護
委
員

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

保
健
福
祉
課
社
会
係

              

　
☎
92-

４
２
４
５

保
健
・
福
祉

自
衛
官
な
ど
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

上
富
良
野
地
域
事
務
所

☎
０
１
６
７-

45-

３
４
１
２
　

募
集
種
目
／
一
般
曹
候
補
生
、
防
衛
大
学

　

校
学
生
、
航
空
学
生
、
自
衛
官
候
補
生

　

な
ど

　
受
付
期
間
お
よ
び
試
験
日
は
、
種
目
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
自
衛
官

な
ど
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

巡
回
日
程
／
８
月
27
日
（
金
）

　

▽
役
場
前
／
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

▽
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
美
瑛
店
前
／

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５
　

移
動
献
血
車
巡
回
の
お
知
ら
せ

募
集
締
め
切
り
／
８
月
29
日
（
日
）

そ
の
他
／
大
会
前
に
説
明
会
を
予
定

問
合
せ
／
ふ
ら
の
・
び
え
い
ネ
イ
チ
ャ
ー

　

ラ
ン
＆
ハ
イ
ク
大
会
事
務
局

　

（
担
当 

野
々
山
）

　

☎
０
９
０-

７
２
７
４-

８
７
７
７

　
メ
ー
ル 

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
ｓ-

ｃ
ｏ
．ｊ
ｐ

ふらの ･ びえい
ネイチャーラン
＆ハイクの詳細
はこちら
▽

自衛官など募集
の詳細はこちら

▽

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
を
対
象

に
紙
お
む
つ
の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

条
件
／

　

①
「
寝
た
き
り
者
等
」
で
２
カ
月
以
上
、

　
　

常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

　

②
前
年
度
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

　
　

る
方

　

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

　

④
介
護
保
険
施
設(

慈
光
園
・
ほ
の
香

　
　

な
ど)

に
入
所
し
て
い
な
い
方

助
成
内
容
／
町
内
の
指
定
店
で
使
用
で
き

　

る
月
額
６
０
０
０
円
分
の
助
成
券
を
交

　

付
（
入
院
中
の
方
で
お
む
つ
代
を
病
院

　

に
支
払
っ
て
い
る
方
は
、
月
額
６
０
０

　

０
円
を
限
度
に
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
）

申
込
方
法
／
保
健
福
祉
課
④
番
窓
口
で

　

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

寝
た
き
り
者
等
介
護
用
品

（
紙
お
む
つ
）
購
入
助
成
制
度

保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

              

　
☎
92-

４
２
４
８

対
象
に
、
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
８
月
18
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

　

で
に
左
記
申
し
込
み
先
へ
電
話
な
ど
で

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

第
42
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
開
催

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
92-

４
１
４
１
　

　

美
瑛
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
町
民
の

健
康
、
体
力
の
増
進
と
持
久
力
の
向
上
お

よ
び
参
加
者
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
美
瑛
川
堤
防
を
コ
ー
ス
に

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

開
催
日
／
９
月
23
日
（
木
）

募
集
締
め
切
り
／
９
月
10
日
（
金
）　

　  

  

詳
し
く
は
広
報
今
月
号
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５
　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

－19－



ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　
　
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

日
本
風
景
写
真
協
会
北
海
道
支
部

写
真
展

　

日
本
風
景
写
真
協
会
北
海
道
支
部
所

属
会
員
の
美
瑛
を
撮
影

地
と
し
た
風
景
写
真
約

30
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
／
８
月
３
日(

火)

～
22
日(

日
）

華
嶂
書
道
教
室 

作
品
展

　

「
小
・
中
学
生

の
書
道
作
品
」
と

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
筆

ペ
ン
で
書
い
た

「
大
人
の
ペ
ン
字

作
品
」
お
よ
び
今

回
が
初
出
展
の
「
大
人
の
書
道
作
品
」
計

１
２
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
の
練
習
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
８
月
24
日
（
火
）
～
９
月
５
日
（
日
）

 

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
　
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　
　
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

青
葉
幼
稚
園
「
大
好
き
な
川
遊
び
」

　

６
月
に
び
え
い
青
葉
幼
稚
園
の
年
中
と

年
長
で
、
美
瑛
川
へ
川
遊
び
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

暑
い
日
だ
っ
た
の
で
、
川
の
冷
た
さ
が

心
地
よ
く
、友
達
と
水
を
掛
け
合
っ
た
り
、

石
を
積
ん
で
遊
ん
で
み
た
り
と
楽
し
い
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
思
い
出
と
し
て
自
分
で
選
ん
だ

石
を
持
ち
帰
り
、
そ
の
楽
し
か
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
自
分
の
顔
の
絵
を
石

に
描
き
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
表
情
が
出
来
上
が
っ
た
の
か
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
８
月
１
日(

日
）
～
29
日(
日
）

暮らしのお知らせ

昨年の作品展

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

「
保
険
料
免
除
制
度
」
お
よ
び
「
納
付
猶

予
制
度
（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
事
故
な
ど
で
障
が
い
を
負
っ
た

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
免
除
・
猶
予
の
受
け
付

け
は
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
令
和
３
年
７
月
分
か
ら
令
和
４
年
６

月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査

を
行
い
ま
す
。

　

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も

の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
未
納
期

間
を
有
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
最
大
で
２

年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

              

　
☎
92-

４
２
９
５

　

例
年
、
多
数
寄
せ
ら
れ
る
熊
の
目
撃
情

報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

レ
ジ
ャ
ー
や
農
作
業
時
な
ど
で
、
ヒ
グ

マ
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
熊

の
出
没
情
報
を
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。 熊

の
出
没
情
報
に
つ
い
て

　
　

そ
の
他

　

毎
年
お
盆
や
秋
の
彼
岸
の
時
期
に
な
る

と
、
放
置
さ
れ
た
お
供
え
物
が
カ
ラ
ス
や

キ
ツ
ネ
に
食
い
散
ら
か
さ
れ
る
状
況
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
墓
地
駐
車
場
内
に
ご
み
を
置
い

て
帰
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

参
り
し
た
際
の
お
供
え
物
や
ご
み
は
必
ず

す
べ
て
持
ち
帰
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

               

☎
92-

４
２
９
４

　
　
　
下
宇
莫
別
町
営
墓
地

お
供
え
物
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て

農
林
課
林
務
係

☎
92-

４
３
７
１
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短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

夏
至
の
夕
も
う
一
仕
事
出
来
そ
う
な
思
い
は
し
つ
つ
落
ち
着
か
ぬ
夕
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
旭
北
星
　
　
　
田
中
　
幸
穂

内
戦
で
止
む
を
得
な
く
て
傭
兵
に
同
朋
撃
ち
合
う
悲
劇
知
ら
ず
に

旭
町
三
　 

　 

守
谷
　
忠
弘

み
ち
の
く
の
「
菜
の
花
祭
り
」
で
一
本
を
押
し
花
に
せ
し
夫
と
の
旅
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
本
町
一  

　
　
杉
本
　
　
光

散
歩
道
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
丘
の
果
て
朝
靄
棚
引
く
十
勝
岳
聳
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
新
星
第
三
　
　
下
平
　
公
枝

久
し
ぶ
り
千
葉
の
長
女
も
駆
け
つ
け
て
法
要
直
来
暫
し
賑
わ
う

　
　
　               

　
　
　
　
　
　  

　
旭
第
四
　
　
　
谷
口
　
健
三

ふ
わ
ふ
わ
と
抜
け
殻
の
ご
と
昼
寝
覚 

　   

旭
町
二

　
　
　
鎌
田

　
光
春

昼
寝
ざ
め
閻
魔
も
餓
鬼
も
い
た
よ
う
な

　
　
水
沢
春
日
台
　
舟
山
　
初
枝

滝
音
を
守
り
唄
に
し
て
昼
寝
か
な

　
　  

  

赤
羽
　
　
　
　
中
村
ゆ
き
え

読
み
か
け
の
本
を
昼
寝
の
枕
と
す

　
　  

  

幸
町
二
　
　
　
浜
田
　
恵
子

昼
寝
し
て
地
球
の
裏
を
歩
い
て
る 

　
　   

五
稜
第
一
　
　
三
浦
ひ
か
り

昼
寝
覚
浅
き
夢
見
し
風
の
音

　
　
　
　
　
　
丸
山
一
　  

　
髙
木
　
瑛
峰

乳
ね
だ
る
行こ

う

り李
の
嬰や

や

の
昼
寝
覚
め

　
　  

  

大
町
二
　
　
　
為
井
め
ぐ
み

戸籍の窓
      令和３年６月１日から

    　令和３年６月31日までの届出分

人の動き

　　 　　4,790世帯　（- 4）

   男　　4,533　人　（+ 4）

   女　　5,155　人　（-11）

　合計　 9,688　人　（- 7）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

谷口　奏
か な と

斗　 男　 花園１丁目

中村　幹
みきひろ

寛   男　 大町１丁目

道塚　瑞
すい

　　 男　 栄町１丁目

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

佐々木美代子 88   中町１丁目

鈴木　靖子　 68　 大町２丁目

勝井　敬子   91   字旭第３

坂井まつ子　 92   大町２丁目

（敬称略）　　

町内の交通事故

　　令和３年６月１日～30日

▼発　　生　 11件（ 86件）【112件】

　人身事故　  2件（  7件）【  5件】

　物損事故　  9件（ 79件）【107件】

▼死　　亡　  0人（　0人）【　0人】

　負 傷 者　  3人（  9人）【  4人】

（ ）は令和３年１月～６月末までの累計

【 】は令和２年１月～６月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

　　令和３年１月１日～６月31日

▽火災　　　6件（　2件）

▽救急　　250件（275件）

▽救助　　　1件（　0件）

（ ）は前年同期間の件数

【問合せ】　丘のまちフェスティバル実行委員会（商工観光交流課内）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎92-4321

令和３年度令和３年度

【開催日】【開催日】

【時　間】【時　間】

【会　場】【会　場】

【内　容】【内　容】

※来場の際はマスク着用・手指消毒・検温・体調チェックシートの記入にご協

　力をいただいた上で、入場用リストバンドを着用していただきます。

※混雑状況によっては入場を制限する場合がありますのでご了承ください。

8 月 21 日（土）8 月 21 日（土）

午前 10 時～午後 2 時午前 10 時～午後 2 時

丸山陸上競技場丸山陸上競技場

農産物販売、飲食物販売、農産物販売、飲食物販売、

ステージ発表　などステージ発表　など

農業まつり農業まつり
どかんとどかんと

　恒例の夏のイベント「どかんと農業まつり」を今年は丸山陸上競

技場に会場を移して開催します。新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、来場者を町民500人に限定し、時間を短縮するなど内容

を一部変更します。皆様のご来場をお待ちしております。

※酒類の提供はありません。※酒類の提供はありません。

町民限定‼

－21－



令
和
三
年
八
月
一
日
発
行
／（
〒
０
７
１
‐
０
２
９
２
）北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
本
町
四
丁
目
六
番
一
号

編
集
・
美
瑛
町
総
務
課
広
聴
広
報
係
（
０
１
６
６
）
92-

４
３
４
５

印
刷
・
㈱
須
田
製
版　

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

申し込みはこちらから

内約 40 カ所に設置されたチェックポイントでQR コードを読み込み、スタンプを

集めるサイクルスタンプラリーです。

　スタンプを集めた数に応じて抽選で、町内特産品などの景品を贈呈します。

　また、すべてのスタンプを集めた方に「コンプリート賞」なども用意しています。

町

9 月 5 日（日）

80kmコース

定員 300人

参加者募集‼

第 12 回第 12 回

交歓会は行いません

　　　　　

丘のまちびえいサイクルスタンプラリー

【参加資格】北海道内に在住している方で、小学生以上の方

　※ 18 歳未満の方は保護者の承諾、小中学生の方は引率者の参加が必要です。

【申込締切】8 月 16 日まで（定員になり次第締め切ります）

【申込方法】Webエントリー（スポーツエントリー）、専用振替用紙、

　町民センター窓口など

ポイントを回って

スタンプを集めて

景品が当たる‼

⇒

　※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、大会運営を見直す場合があります。

問合せ／ NPO 法人美瑛エコスポーツ実践会事務局（文化スポーツ課内）　☎ 92-3333
E メール／ biei_event@town.biei.hokkaido.jp

※雨天決行

丘のまちびえい丘のまちびえい

【期間】８月１日（日）～９月 30 日（木）

センチュリーライド開催センチュリーライド開催

今年は

のみの開催です

【参加方法】事前に公式ホームページで申し込みいただき、参加当日は受付会場（ホテル

ラヴニール）でエントリー確認をさせていたただきます。

※チェックポイントでQRコードを読み込むため、スマートフォンを各自ご

持参ください。

【参加料】１人 300 円（町内小中学生は無料）

⇒

【参加料】１人 3,000 円

抽選で


